
 阿波しらさぎ大橋  平成24年4月25日開通 

平成２４年度 県政運営評価戦略会議 説明資料 

◎基本目標１ 「にぎわい・感動とくしま」 

平成２４年７月３０日（月）     徳島県  県土整備部 

 平成24年4月2２日 ９,５２５名 出走 

 とくしまマラソン２０１２  



○プロスポーツ等を通じたにぎわいづくりの推進 

○生涯スポーツの拠点づくり 

○空港の利用促進 

○港湾の利用促進 

○高速道路の利用促進 

○広域交通ネットワークの整備 

○公共交通機関の利用促進 

○効率的な都市形成の推進 

○都市部における渋滞対策の推進 

○電子自治体の構築 

○ICTを活用した「みちづくり」 

２ 観光立県とくしまづくり 

３ 国際交流立県とくしまづくり 

４ 文化立県とくしまづくり 

５ とくしまスポーツ王国づくり 

重点戦略（県土） ※ 主要事業 

南部健康運動公園 橘港小勝・後戸地区の緑地整備 

J1仕様の施設整備 

１ ひろがる交流とくしまづくり 

○「観光とくしまブランド」の確立 

○「おもてなしの国とくしま」づくりの推進 高速道路PAの「スマートIC」設置 産直市と連携した「道の駅」整備 

徳島小松島港赤石地区（コンテナターミナル） 

鉄道高架事業の推進 

徳島小松島港沖洲（外）地区の整備 

全国統一料金制度の実現 

阿南安芸自動車道 猪ノ鼻道路等の整備促進 四国横断自動車道 

新たな車両「DMV」の導入（実証実験） 

都市計画区域マスタープランの見直し 

放射環状道路の整備推進 

電子入札システム（市町村共同運用） 

エアポートセールスの推進 

港にぎわい空間の創出（実証実験） 

臨空エリアの形成 

１００円バス，サイクルトレイン（実証実験） 

歩行者移動支援システムの構築 

道路情報板（イベント情報等の表示） 

 基本目標１ 「にぎわい・感動とくしま」 ～地域の活性化～ 



本四高速等の利用料金等に関する調整会議 
H23.1.14 第１回開催                H24.3.14 第８回開催 国・関係府県市 最終合意へ 

 

 

 

 

他府県に先駆け，格差是正を求める運動を展開 

「夢の架け橋」として誕生した本四道路が・・・ 
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割高な料金設定 
  

  平成の大関所 

 高速道路の利用促進 ～本四道路の料金制度～ 

大きく前進！「高速道路料金の全国一律化」 

ネクスコ普通区間との料金比較 

 大鳴門橋 １０．３倍， 明石海峡大橋 １６．４倍 

H19.8 「大型車以上の夜間割引社会実験」 → 神戸淡路鳴門ルートで実現 

H21.3 「普通車・休日千円上限料金」 → 本四道路全ルートで実現 

格差拡大の危機 

H22.12 国交省「基本方針」提示→ 本四道路は「全国一律制度」を視野に調整 

H23.2 国交省 「当面の料金割引」 発表 

  平日・普通車２千円＋乗継５００円 大震災 
導入中止 

H２６～ 全国共通料金の導入， 

       全国ﾌﾟｰﾙ制への移行 を目指す  

H22.4 国交省 「新料金制度」 発表 →  高速・上限２千円 ＋本四・別途３千円 

徳島から 

大鳴門橋の交通量 

１．５倍 増加 



 広域交通ネットワークの整備 ～四国横断自動車道～ 

◆徳島東IC～阿南ＩＣ ◆鳴門JCT～徳島ＩＣ 
（NEXCO西日本 施工区間：有料道路方式） （国交省 施工区間：新直轄方式） 

至 板野ＩＣ 

至 鳴門IC 

至 徳島ＩＣ 

高松道 

田野トンネル 

天王谷橋 

鳴門JCT付近（鳴門市） 

姫田ランプ  

（鳴門JCT～徳島IC間 供用目標H26 ） 

天王谷付近（小松島市） 

   天王谷橋    H24完成予定 

   田野トンネル H24着手予定 

至 阿南IC 

至 小松島IC 

鳴門JCT～徳島IC H26年度供用に向け 工事全面展開中！ 



 広域交通ネットワークの整備 ～阿南安芸自動車道 ～ 
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桑野道路 
（H23事業着手） 

海部道路 

海部道路のルートを提言 
H25概算要求への反映など 

早期整備を要望 
「早くやらねばならない」と早期整備に理解 

H24.3.7 前田 前国交大臣へ 
海部道路ルート案を直接提言 

福井道路 
（H24事業着手） 

日和佐道路 
（H23.7開通） 

2年連続新規事業化 

H23年度日和佐道路 全線開通 

H23年度桑野道路，H24年度福井道路 2年連続事業着手！ 



H24. 4. 25 徳島東環状線 Ｌ＝3.7km 開通  

◆開通による多様な効果 

 都市部における渋滞対策の推進  ～徳島東環状線供用～ 

● 国道11号・55号のバイパス機能による渋滞緩和 

● 大規模災害発生時の緊急輸送道路 

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

H22センサス H24.5.9

国道11号吉野川大橋

東環状線阿波しらさぎ大橋

開通前（H22ｾﾝｻｽ） 開通後（H24.5.9） 

交
通
量
（台

/1
2h
） 

阿波しらさぎ大橋開通前後の交通量（速報値） 

国 
道 
11 
号 

国 
道 
11 
号 

阿
波
し
ら
さ
ぎ 
大
橋 

国道11号 
の交通量 
約２割減少 

約640百台 

約518百台 

約122百台 

阿波しらさぎ大橋 
  （H15.12月 工事着工） 
 橋  長 Ｌ＝１，２９１ｍ 
 河川橋では四国最長！ 

● ｳｫｰｷﾝｸﾞやｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ等の健康増進の場 等 

● 周辺津波避難困難地域への避難所機能 



【国直轄事業】 
複合一貫輸送ターミナル整備事業 
耐震強化岸壁（－８．５ｍ） Ｌ＝２７０ｍ 
航路・泊地等 Ａ＝２５ｈａ 

【県事業】沖洲ふ頭整備事業 
岸壁（－７．５ｍ） Ｌ＝４５ｍ 

ふ頭用地整備 １式 

 港湾の利用促進 ～徳島小松島港沖洲（外）地区～ 

H23.7.30 起工式 

 「全国防災枠」 で整備を加速！ 

H23年度 ３次補正：約３６億円      
（国直轄港湾事業の全国防災の約４４％）      

四国の東玄関 東京方面への 
四国で唯一の定期フェリー航路 

九州へ 



徳島小松島港のコンテナ取扱量
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釜山航路の充実 
新規航路開設へ 

●港湾荷役機械使用料(ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ)の30％減免（H23.3～） 

●「指定保税地域」の実現（H23.3.18指定，H23.3.22適用開始） 

●「徳島小松島港ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ利用促進協議会」の設立（H23.3.16） 

●ﾎﾟｰﾄｾｰﾙｽ活動の充実 
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徳島小松島港コンテナ利用促進事業（平成２３年度創設） 

ガントリークレーン 
四国最大の能力 

＋ 

平成２３年度実績 

 全国における平成２３年のコンテナ取扱量が 

対前年比 約１．７％増 に対して， 

「ソフト対策」や「利用促進事業」等の実施により

，徳島小松島港の平成２３年度実績は 

対前年度比 約６．２％増 を達成！ 

ソフト・管理運営面での充実 

輸入（実入り） 

輸出（実入り） 

 港湾の利用促進 ～赤石地区 コンテナターミナル～ 
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○新規利用促進助成事業 （新規荷主への助成） 

○大口利用促進助成事業 （大口荷主への助成） 

平成２３年３月供用 

コンテナ貨物の 

集荷量ＵＰ 
利用層拡大 

大型コンテナ船 寄港可能 

既利用者への助成 

助成上限額の増 など 

平成２４年度は，更に事業内容を拡充 



徳島～羽田線に全日空が再参入 

航空路線の利便性向上に向けた取組 イベント開催によるにぎわい創出の取組 

H22.  4.  8 「徳島阿波おどり空港」供用開始 

 空港の利用促進 

 5月 台湾，6月 スイス，１１月 ハワイ， 
１２月 マカオ，ソウル，台湾， 
 ２月 石垣島，３月 済州島 
  

定期チャーター便 湖南省（１～４月） 
 

東京便 

１日６便→ ９便 

H22.10.31 ダブルトラック化 

H23.10.30 更に東京便が１便増加 
過去最大の便数 

１日１０便 
うち４便大型機材 
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東京線の搭乗実績について
旅客数 

（万人） 

利用者の利便性が飛躍的に向上 

○阿波踊りによるお出迎え 
○絵画や写真の企画展 
○徳島ブランド物産展 
○華道家による生け花展 
○ひな人形の展示 
○クリスマス装飾 

臨空用地の売却・貸付に向けた取組 

四国で唯一（東京線） 
旅客数が増加傾向 

過去最大の便数の他に 
  

 ○最終便の出発時間の延長 

  ・徳島発最終 18:40 → 19:20 

  ・東京発最終 18:30 → 19:40 
  

 ○空港運用時間の延長 

   7:00～20:30 →  7:00～21:30 
  

 ○割引運賃の拡充 

  徳島～東京間 ９，５００円 
  （ＪＡＬ ｽｰﾊﾟｰ先得，ＡＮＡ旅割５５）  

  

 ○チャーター便の実績（Ｈ２３年度） 
 

15便 1,800人以上が来県 
（平均搭乗率82%） 

定期チャーター便 

空港支援用地 
 → ８区画貸付 
発電施設用地 
 → ３.３ｈａ貸付 

Ｈ２３．５ 
第二期分譲開始 
Ｈ２３．１１ 
第三期分譲開始 
Ｈ２４．２ 
発電施設用地の公募開始 
 
昨年度のセールス活動， 
１３８社，４８金融機関，団体を 

１９８回訪問 

H23年度～ 



 公共交通機関の利用促進   

平成２４年度 

    「DMV受入態勢づくり」を更に推進！ 

１１月 「夜間走行実験」を実施 
     → 線路走行の安全性を確認 
  

 ２月 「ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ走行」  
     → 一般ﾓﾆﾀｰが乗車し，乗り心地や利便性を確認 

       ※全国から556名応募（倍率 約５倍） 

阿佐東線、JR牟岐線 

DMV導入検討 
      を位置付け 
 

「新たな車両ＤＭＶ」の導入に向けた取組 利用促進に向けた取組（ＬＥＤ装飾列車） 

H14 JR北海道 「DMV 開発着手」 

H20 阿佐東地域公共交通総合計画  早期実現へ 

利用促進に向けた取組（100円ﾊﾞｽ） 

H23 中四国で初めて 「実証運行」を実施 

利便性向上，観光振興 
地域活性化の起爆剤！ 

ＤＭＶ＝「線路では列車」，「道路ではバス」 

バスにお絵かき体験 

大歩危ＬＥＤ光の 

トロッコ列車 

約１９００名 乗車 
延べ１０日間 

阿佐海岸鉄道（天の川列車） 

昨年度，利用者が増加 
Ｈ２１ ４１，９３３人（２１％減） 

Ｈ２２ ３８，１５８人（９％減） 

Ｈ２３ ３９，１９３人（３％増） 



 知恵は地方にこそあり！徳島発の政策提言  

H24.5.31 吉田おさむ国土交通副大臣 

寸断 

四国新幹線のイメージ 

東九州 

四国 

東海道新幹線の機能は確保可能 

 

＜東日本大震災では「東北新幹線」が途絶＞ 

 ●災害発生時における 

   山陽新幹線のリダンダンシー確保！ 

   

＜「四国」と「東九州」に整備計画路線なし＞ 

 ●地域間格差の是正！ 
      

 ●経済効果を期待！ 

四国新幹線の実現！ 

着々と進む新幹線計画 

 

              開業区間 

 

      建設中区間  

       

      未着工区間 （工事実施計画未申請） 

  

       リニア計画 

北海道新幹線 

（新青森～新函館） 

H27開業予定 
北陸新幹線 

（長野～金沢） 

H26開業予定 

九州新幹線 

H23.3開業  

リニア中央新幹線計画 

H23.5整備計画決定 

四国新幹線の整備によって 

寸断 



ご清聴ありがとうございました 

 「にぎわい・感動とくしま」の実現へ！ 


